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試験日 2023年 3月 17日 時間 60分 jklgh(数列，ベクトル)| †
A 次の定積分の値を求めなさい．
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x+ 5 dx

B 曲線 y = x4 上の点列 P1(x1; y1);P2(x2; y2);Ý;Pn(xn; yn);Ýを考える．ただし，
1 = x1 < x2 < Ý < xnÝとする．原点を Oとして，線分 OP1 と曲線の弧 OP1 とで囲まれる部分の面積を S1
とし，また，線分 OPn¡1 と線分 OPn と曲線の弧 Pn¡1Pn とで囲まれる部分の面積を Sn (n = 2; 3;Ý)とする．
以下の問いに答えなさい．
Ñ S1 を求めなさい．
Ò n = 2; 3;Ýに対して，Sn を xn と xn¡1 を用いて表しなさい．

Ó S1;S2;Ý;Sn;Ýが公比 31
32
の等比数列になっているとする．n が限りなく大きくなるとき，点 Pn はあ

る点に限りなく近づくが，その点の座標を求めなさい．

C 原点 Oの座標平面上に楕円 C : x
2

9
+
y2

4
= 1および直線 l : y = ¡2x+ kがある．このとき，以下の問い

に答えなさい．
Ñ Cと lが共有点をもつときの kの取り得る値の範囲を求めなさい．
Ñで求めた範囲のうち，kの最大値をMax，最小値をMinで表すこととする．また，k =Maxとなる
ときの共有点を Aで表す．

Ò Min < k < Maxを満たす kに対して，Cと lの 2つの交点の中点を Pとする．さらに，点 Pを通り l
に垂直な直線が Cと交わる 2点の中点を Qとする．P;Qの座標を kを用いて表しなさい．
Ó Òの P;Qに対して，三角形 APQを作り，その面積を Sとする．Sを kの式で表し，0 · k · Max
の場合に Sの最大値を求めなさい．� š
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# log 2 = aとおく．ea = 2である．
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B
l【数列の極限】n
a ! Qn(xn; 0)とおく．
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# r = 31
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とおく．Ñより
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rn¡1 であるから，Òより
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xn5 ¡ xn¡15 = rn¡1

であり，n ¸ 2に対して
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0 < r < 1であるから
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よって，求める座標は (2; 16)

C
l【楕円】n
a ! Cと lの方程式を連立し
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10である．
" Pの x座標を pとおく．Cと lの 2つの交点の x
座標は1の 2解であるから，解と係数の関係より
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Pを通り lに垂直な直線mの方程式は
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となる．Qの y座標を qとおく．Cと mの 2つの交点
の y座標は2の 2解であるから，解と係数の関係より
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# Aの x座標を aとおく．aは k = 2
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10のとき最大値 9
40
をとる．

q すべての大問が数学 IIIの分野から
の出題であったが，B，Cは数学 IIIの色が薄く，
難問はない．

(SM，渡邉，都賀，坂本賀，前田拓，安田亨)

 

 

 


